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１　はじめに
食文化は，自然の条件で生育する動植物等を食材とし，

生産・調整・保存・流通などの条件を受け，社会的な規
約の要因が加わって構成され，さらに内的要因，外的要
因が加わり変化している１）。

郷土料理といわれる料理には，県内の限られた地域の
料理もあれば，県を超えての料理もある。また広く和食
として日本全体の料理も存在する。ゆえに，広域内での
地域性やその地域が持つ特徴を評価する必要がある。

日本調理科学会では，全国調査として特別研究「調
理文化の地域性と調理科学」を実施し，平成13・14年
度は「豆・いも類利用の地域性」2），平成15・16年度
は「魚介類の調理」3），平成21～23年度は「行事食・
儀礼食」4），平成24年度からは「次世代に伝え継ぐ日
本の家庭料理」5,6）のテーマで行なった。これらの特
別研究は，県単位で実施されており，県を超えての地
域性を評価することが困難であった。そこで，個々に
示されたデータを広域の１つの地図上で示すことによ
り，広域の中での地域性を明らかにしたい考えた。著者
らはこれらの中でも鳥取県，愛媛県など具体的な研究
報告7-9）がなされている中国・四国地方における「豆・
いも類利用の地域性」に注目し，地理情報システム
（Geographic Information System；以下GIS）を活用し
て解析を行なった。

このGISは，現在，防災対策・災害対応をはじめとし
てさまざまな分野・状況において広く利用されているシ
ステムである。GISを活用するメリットは，地点を緯度
経度で表わしていることから，地形データや気象データ

など各種のデータを何層にも重ねること可能で，地域の
特徴がより鮮明になることである。食に関連する領域で
は，GISを活用した農業生産の分布の例10）がある。さら
に五島は，『明治十年全國農産表』や天保期長州藩の地
誌『防長風土注進案』を基礎資料として活用し，GIS化
と分析を行っている11～15）。

本稿では食文化分野における新たなGIS活用の事例と
して中国・四国地方における「豆・いも類利用の地域
性」を紹介し，日本調理科学会の特別研究をGIS化する
にあたっての課題を明らかにする。

２　方法
使用したデータは，「豆・いも類利用の地域性」の中

国・四国支部データベース（以下，「豆いもDB」）で
ある。その中でも比較的多くの地域で食されているそら
まめとさつまいもを取り上げた。

GISのソフトは，Esri社のArcGIS10.0を使用し，地域
の位置データは，東京大学空間情報科学研究センターの
CSV形式アドレスマッチングサービスを活用し，郵便
番号をもとに決定した。

「豆いもDB」はエクセルデータで，１人の記録が食
材と料理に応じて，数行～数十行により構成されている
（図１）。調査地には郵便番号も記載されており，同一
の郵便番号に複数の調査対象者が存在する場合もある。
ArcGISを用いて地図化を行う場合，１地域１データと
なるため，同一の郵便番号の調査対象者が複数いる場合，
特定の個人を対象データとして採用するか，その地域で
食べたという解釈する，という２つの方法が考えらえる。

＊一般社団法人やまぐちGISひろば
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今回は，後者の方法を採用した。
「豆いもDB」のエクセルデータ（図１）をもとに，

GISで利用可能な形のエクセルデータ（図２）にまとめ
直した。行は地域，列は料理の出現で，その地域でそ
の料理が出現していると「１」，出現していない場合
「０」とそれぞれ表した。「豆いもDB」は料理名が自
由記述であり，料理名をまとめるのが難しく，非常に複
雑な作業であった。例えば煮物には，そらまめ料理では，
ひすい煮，含め煮，甘辛煮などが，さつまいもの料理で
は，甘煮，炒り煮，クリーム煮，糸昆布との煮物切り昆
布との煮物，かぼちゃとさつまいもの煮物などがあった。

本稿で扱う調査対象地域は「豆いもＤＢ」から，そら
まめ料理とさつまいも料理に関する回答を得た45地域
とした（図３）。

図１「豆・いも類利用の地域性」BDより一部

図２　地図化のためのエクセルファイル（一部）

３　結果
１）そらまめ料理の地域性

そらまめの代表的な料理として，塩ゆで豆としょうゆ豆
を取り上げた。塩ゆでは一般的な食べ方と予想される料
理である。一方，しょうゆ豆は，香川県の郷土料理で，乾
燥したそら豆を焙烙に入れ，焦げ目がつくまでよく炒った

後，砂糖・醤油・みりん・唐辛子を合わせた調味たれに
一晩漬けた料理であり，地域性が高いと予想された。

そらまめの塩ゆで豆は31地域と広く分布しており
（図４），中国・四国地方における一般的な食べ方と解
釈できる。それに対して，香川県の郷土料理であるしょ
うゆ豆（図５）は，愛媛県，高知県および，瀬戸内海を
挟んだ岡山県南部でのみ出現した。香川県だけではな
く,その周辺の地域に広がって食べられていることが分
かった。

図４　そらまめの塩ゆで豆が出現した地域

図５　そらまめのしょうゆ豆が出現した地域

図３　調査対象地域の分布
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２）さつまいも料理の地域性
さつまいも料理で，最も多くの地域で出現したのは天

ぷら（44）であった。ついで，焼きイモ（43）大学芋
（42），ふかし芋（39），きんとん（39）の順であっ
た。なお，きんとんには，芋，若草，抹茶，りんご，フ
ルーツきんとんを含めた。

さつまいも料理の中で，最も出現頻度の高かった天ぷ
ら（44）の出現地域を図６に示した。調査地域のほぼ
全域で食べられており，一般的な食べ方であるといえる。

さつまいもを甘煮にすることもあるが，果物を入れて
煮ることで，味に変化をつけた料理もある。さつまいも
と果物と一緒に煮ることで，あっさりした甘さになり，
レモンを加えることで煮崩れしにくく，色もきれいに仕
上げることができる。そこで，使用する果物に地域性が
認められるかどうか，さつまいもと果物を煮た料理につ
いて，さつまいものリンゴ煮（図７），さつまいものレ
モン煮（図８），さつまいものオレンジ煮（図９）が出
現した地域をそれぞれ示した。さつまいものリンゴ煮は
17地域で出現し，全体のおよそ３分の１地域であった。
さつまいものレモン煮は９地域で出現し，中国・四国地
方で広く分布しているのに比べ，オレンジ煮は岡山県を
中心とした５地域であった。さつまいもの果物煮は，リ
ンゴが最も一般的で，ついでレモン煮であり，オレンジ
煮は岡山県を中心に出現することが分かった。

３）特別研究「豆・いも類利用の地域性」のGISへの課
題と可能性

筆者らは，さらに全国における分布の地域性を明らか
にすることを考えたが，おもに以下に示す３つの理由か
ら断念した。
１　特別研究「豆・いも類利用の地域性」で作成された
DBの形式が，GIS化を予定していないために形式が異
なり，全てをGIS化に適した形式に変更する作業が非常
に労力と時間を要すると判断した。
２　調査地数が県によって違っていたこと，県内を広く
調査しているわけではないこと，また調査地がその地域
を代表しているかどうかについても不明な点があること
から，広域（全国）における定量的な評価が困難と判断
した。
３　調査が聞き書きを主体として実施され，その場で思
い出さない料理がきちんと反映されていないと考えられ
ること。例えば，すぐに思いつく一般的な料理のマップ
という主旨では行なう意味があるかもしれないが，地域
によって，その精度が大きく違っている。

図６　さつまいもの天ぷらが出現した地域

図７　さつまいものリンゴ煮が出現した地域

図８　さつまいものレモン煮が出現した地域

図９　さつまいものオレンジ煮が出現した地域
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以上のことを踏まえると，日本調理科学会の特別研究
のデータは，個別の料理の地図を作成することにGISを
活用することは十分有効であるが，積極的な利用にあ
たっては，最初から地図化を視野に入れた計画的な調査
が望ましいという結論を得た。

４　おわりに
本稿では，日本調理科学会の特別研究「豆・いも類利

用の地域性」の中国・四国地方DBを使用し，GISを活
用し，料理の地域性を示した。

そらまめのしょうゆ豆が香川県だけでなく，四国，岡
山でも食べられていることから，郷土料理が伝播してい
く過程，あるいは古くから広くたべられていた可能性に
ついて、検討することが必要であると言える。

一方，さつまいもの果物煮は，リンゴ煮についでレモ
ン煮が広く分布するのに対し，オレンジ煮は岡山県中心
に食べられているという特徴を示した。このことから，
地域により取り入れられる食材に偏りがあることが分か
る。その原因が嗜好であるか，地域の産物との関わりか
らなのか，今後の課題である。

以上のように，食文化研究におけるGISの活用の事例
を示した。またその一方で，日本調理科学会の特別研究
が，最初から地図化を視野に入れた計画的な調査でな
かったことにより，全国への展開は困難であることも明
らかにした。

GISを活用することで，複数の料理について，両方食
べている，または片方だけ食べているなど付加条件を課
した地域の情報を容易に表示することができる。さらに，
生産量との関係などを明らかにすることも可能である。
現在，GISの分野は急速に発展し，手軽なフリーソフト
も増えている。今後，食文化分野におけるGISの可能性
は十分にあり，GISを積極的に活用した研究が期待でき
る。

本研究を行うために，山口大学教育学研究科　山根麻
希さん（平成27年度修了生）に多大な協力をお願いし
た。厚くお礼申し上げる。
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